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あの人のインターネット活用法
菊地宏明 ●Hiroaki Kikuchi

サイバーカルチャーとインターネットの関係 日本社会を考慮したSOHO入門書

『SOHO次世代ワーク
スタイルの考え方と実践』

オライリーコミュータシリーズ

の翻訳本なので、てっきり米国版

のSOHO入門書と思ったが、本

書は日本向けに書かれている。

その内容は日本の企業形態を考

慮に入れ、米国でのSOHOの現

状などをちりばめながら書かれ、

「次世代ワークスタイルの考え方

と実践」とサブタイトルにあるよう

に、SOHOT（Small Office,Home

Office & Teleworking）のワーク

スタイルを解説と実践方法の

提案が半分ずつで構成されて

いる。今までのSOHOに

移動体通信などを意味

する「Teleworking」

を含めたスタイルは

SOHOよりも現

実的だ。今で

は、日に数

人はPDA

やサブノートを電車内で使う光景

を目にし、多くのSOHO実践者

が、何らかの携帯情報端末を持

っている。SOHOTの実践のため

の提案も、米国での成功例を取

り上げたりしているので、インタ

ーネットで世界をターゲットにし

たビジネスを行うには参考とな

る。著者の本業はマーケティン

グであり、マーケティング戦略の

章にはSOHOにも役立つヒント

が豊富にある。国内の状況だけ

で語られるSOHO入門書とは一

味違った魅力がある本。ここでの

SOHOは在宅勤務ではなく、ベ

ンチャービジネスとして独立

することを指し、

SOHOのおもし

ろさと、

SOHOを通

じて起業家に

なる厳しさが入
り交じっている。

『エスケープ・
ヴェロシティ』

世紀末のサイバーカルチャ

ーが達した脱出速度（エスケー

プ・ヴェロシティ）とは何なの

か？コンピュータ、ミュージ

ック、演劇、パフォーマンス

アート、性、体やボディアー

トをサイバーカルチャーの視点

から解説した、とても刺激的

な本である。コンピュータの章

では、インターネットを活躍

の場として発展した独自のカ

ルチャーを取り上げているが、

ビル・ゲイツやスティー

ブ・ジョブス±10歳程度

の世代が中心になって

いることに気づく。

60年代のフラワー

チルドレン世代

から、70年代

をティーン

エイジャー

として過

ごした

層がイン

ターネットカル

チャーを引っ張っているのだか

ら、40代前半から20代後半

の人は、サイバーカルチャーに

共鳴しやすいのではないだろう

か。かく言う私も、恥ずかし

ながら見事にすっぽりハマって

しまった。レコードを聞き始

めた頃にはシンセサイザーが当

然のようにあって、テクノミュ

ージックやサイバーパンクや

SFの洗礼を受け、学生の頃

にはコンピュータ端末の前でフ

ァーストフード。そしてインタ

ーネットが目の前で広がってい

った。育ったカルチャーをあか

らさまに見すかされたと

感じる人は、日米

を問わずか

なりい

る に

違いな

い。イン

ターネット

を育てた世代

を理解するにも

よい本である。

マーク・デリー著
松藤留美子訳
角川書店発行
389ページ
本体2800円＋税
ISBN 4-04-791272-7

著名人のインターネット環境が分かる！

『有名人の
デジタル書斎術』

松本隆氏、黒川紀章氏、坂本

龍一氏、佐野元春氏、吉村伸氏

ら各界の有名人31人のインター

ネット環境を紹介してくれるこの

本は、ちょっとした好奇心を満た

してくれる。どんなふうに使って

いるのか、何がきっかけで始めた

か、お気に入りのサイトはどこか、

WWWブラウザーのブックマーク

見せてくださいと、31人の仕事

部屋に上がり込んだ気分になる。

クールな使い方を真似るのもよ

し、おすすめサイトに出かけるの

もよし、この手の本の中では使え

る情報が多くて楽しめる。たとえ

ば、写真も多く掲載されているの

で、どんなマシンを使っているの

かを探してみると、マックユーザ

ー13、DOS/V系ユーザー15、

不明3、ザウルス併用1となった。

編集上の意図があるのか分からな

いが、マックとDOS/Vで均衡が

とれている。ミュージシャンでは

ややマック有利であるが、サンプ

ル数が少ないので判断できない。

この本を読んでベストパソコン

ユーザーを独断で選ばせてい

ただくと、タンディラジオ

シャックのパソコンから

使いはじめ、コンピュ

サーブを利用してい

たという木村太郎

氏を挙げたい。

次点はコモド

ールの野口悠紀雄

氏、岡田斗司夫氏、PC-

8001の高木美也子氏、スタパ

斉藤氏の4名。ベストインターネ

ットユーザーは、アダルト系のサ

イトもブックマークから削除する

ことなく公開してくれた2人に決

定。その人の名は…、じっくり

と本書を読んで探

してほしい。

ぽにーてーる編
アスキー発行
アスペクト発売
191ページ
本体1600円＋税
ISBN 4-89366-782-3
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危険性の認識から回避までを解説

インターネット時代の未来予想図

『インターネット・
セキュリティ』

個人でプロバイダー契約を

して、電子メールやWWWブ

ラウザーを楽しんでいるときに

は心配しなかったインターネッ

トの安全性について、考えな

ければならない時がいつか来る

ものだ。それはまるで生命保

険のようで、社会に出たばか

りの頃は気にも留めないが、

30歳をすぎた頃や結婚を考え

た頃に、ふと「このままでは

いかん」と思うのに似ている。

インターネットも仕事に使うま

でになると、当然のように安

全なのかと心配になる。結論

から言えば、無防備では安

全であるはずはなく、な

にかの事故や事件が起

こっても不思議では

ないというのが相

場である。電子

メールの利用を

開始して少し経った

企業で、差出人不明の怪文書

が飛び交うとか、特定のパソ

コンのWWWブラウザーでは

本来のホームページ以外のペ

ージにアクセスするように細工

されていた例などは私でも知っ

ている。しかし、ではどうすれ

ばよいかとあわてふためくこと

はない。本書は、そんな人の

役に立つインターネットセキュ

リティーの入門書で、ビギナ

ー向けに広く浅い内容だが、

多くの項目を網羅しているの

で、いろんなところに危険が

あるのが分かってもらえる

だろう。インターネ

ットが単に危

ないと

警告す

るだけでな

く、適切に

対策を講じれ

ば危険を回避で

きることも教えてく

れる。

『「E」の時代　
日本が動き出す』

タイトル（E＝エレクトロン）か

らして、最近のインターネットを中

心としたキーワードをちりばめた

未来予測本に思えるが、やはり内

容もそのものズバリであった。出

版社、著者ともに経済の専門家と

いうことなので、その内容に期待

したが、どうも物足りなさを感じ

る。確かに、ネットワークが産業

界や経済界を変革していくインフ

ラとなりえることは分かるが、こ

こで述べられているのはただそれ

だけで、実際に知りたいことに明

確な答えを見つけることができな

い。唐突に出てくる電子マネーや

SOHOといったキーワードが分か

らないと、本書の内容を理解する

ことは困難で、それを分かりにく

い外来語表記と大きな図でごま

かしている。ベンチャービジネス

で意味が通るところをヴェンチュ

ア・ビジネスと表記するなんて、あ

えて分かりにくくしているとしか思

えない。さらに、そこに説明なし

には理解できそうにない、プレゼ

ンテーション用のコンセプト図の

ような図を多く掲載しているため

に、偉い人を招いた中身のない講

演のように感じられる。何よりも、

タイトルにある本書の核心たるべ

き『日本が「E」の時代に生きる

ために必要なポイント』に深く

言及していないのが残念だ。

ただ、「高齢社会を桃源

郷にする法」の章で書か

れた内容などは、他の

本では見られない

内容で興味を惹

かれた。個人的

には、多くの

高齢者が

情 報 化
時代に

対応するよ

りも、情報化時代

を生き抜いている人が

高齢者に達するほうが早い
ような気もするのだが…。

黒田豊著
丸善発行
182ページ
本体640円＋税
ISBN 4-621-05239-X

ニューヨーク駐在員の生レポート

『サイバースペースと
アメリカ情報産業』

インターネットの情報は、その多く

が米国からやってくる。しかし、日本

で紹介されている内容がそのまま米国

での現状とは限らず、中にはかなり食

い違っている情報もある。本書は社団

法人日本電子工業振興協会の『電子

工業月報』に掲載された「ニューヨー

ク駐在員報告」からの抜粋を加筆修

正したもので、現場からのレポートの

生々しさには新鮮な驚きを感じさせる。

本書は8つの章からなり、インターネ

ットプロバイダー、利用者、イントラ

ネット、エクストラネット、セキュリ

ティー、教育、エレクトロニック・コ

マース、CALS、ブラウザー、ネット

ワークコンピュータ／ネットPCに関す

る項目を取り上げる。たとえば、あま

たあるインターネットプロバイダーは実

際に利益を上げているのか。日本でも

急増したプロバイダーがそのまま生き

延びられるのか心配されるところだが、

米国ではどうなのだろうか。また、日

本ではモデム速度が、28.8Kbps、

33.6Kbpsと高速化する間にISDNの

普及が進み、64Kbps、128Kbpsへと

移りつつあるが、なぜISDNが盛り上

がっているこの時期に56Kbpsという

ISDNにも及ばない速度のモデムが現

れたのか。ウィンドウズNTを表す

WNTの綴りをアルファベット順に1つ

ズラすとVMSとなる。これはDEC社

のオペレーティングシステムである

VMSと何か関係があるのか。これらの

答えは、すべてこの本にある。

前川徹著
スパイク発行
386ページ
本体1900円＋税
ISBN 4-89621-178-2

吉田春樹著
経済界発行
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本体1200円＋税
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●読者プレゼント
前川 徹氏のサイン本を4名様にプレゼントし
ます。ご希望の方は、官製はがきに住所、氏
名、年齢、電話番号を明記のうえ、
〒102 東京都千代田区三番町20
(株)インプレスインターネットマガジン編集部
「書評サイン本プレゼント」係
までお申し込みください。なお、当選者の発表
は商品の発送を持って代えさせていただきま
す。締め切りは10月25日です。
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